
明石工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 英語ⅠＡ-1
科目基礎情報
科目番号 6113 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 Creative English Communication I
担当教員 穐本 浩美
到達目標
１）中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要領に準じた新出語彙を習得して適切に運用できる。
２）中学で既習の文法に加え、高等学校学習指導要領に準じた文法を習得して適切に運用できる。
３）中学で既習の文構造に加え、高等学校学習指導要領に準じた文構造を習得して適切に運用できる。
４）平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報を読み取ることができる。
５）明瞭で聞き手に伝わるような発話ができるよう、英語の発音・アクセントの規則を習得して適切に運用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
高等学校学習指導要領に準じた新
出語彙を十分に習得して適切に運
用できる。

高等学校学習指導要領に準じた新
出語彙を習得して運用できる。

高等学校学習指導要領に準じた新
出語彙を習得していない。

評価項目2
高等学校学習指導要領に準じた文
法や文構造を十分に習得して適切
に運用できる。

高等学校学習指導要領に準じた文
法や文構造を習得して運用できる
。

高等学校学習指導要領に準じた文
法や文構造を習得していない。

評価項目3
高等学校学習指導要領に準じた文
構造を十分に習得して適切に運用
できる。

高等学校学習指導要領に準じた文
構造を習得して適切に運用できる
。

高等学校学習指導要領に準じた文
構造を習得していない。

評価項目4
平易な英語で書かれた文章を読み
、その概要を十分に把握し必要な
情報を読み取ることができる。

平易な英語で書かれた文章を読み
、その概要を把握し必要な情報を
読み取ることができる。

平易な英語で書かれた文章を読み
、その概要を把握できない。

評価項目5
英語の発音・アクセントの規則を
十分に習得して適切に運用できる
。

英語の発音・アクセントの規則を
習得して適切に運用できる。

英語の発音・アクセントの規則を
習得していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 中学校既習事項をもとに英文の基本構造を理解し、読解力を身につける。簡単な英文を聞き取り、表現する力を身につ

ける。単語テストを適宜行い、語彙力強化を図る。

授業の進め方・方法
毎回、教科書の該当箇所の日本語訳、該当箇所を予習した上で授業に出席すること。
授業終了後はワークブックで学習事項の定着を図ること。
小テスト（聞き取りや語彙）を8回実施、ノートもしくはワークブックの提出がある。

注意点
欠席等で定期試験や小テスト未受験の場合、体調不良や公欠等が理由で保護者が学校へ欠席届をしている場合のみ再受
験を認める。評価の対象としない欠席条件(割合)  1/4以上の欠課。第1回目の授業で授業内容を記したハンドアウトを配
布予定。シラバスを補完するものなのでよく読んで理解すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンス
(授業の進行方法、学習方法など) 授業内容や課題について理解する。

2週 Lesson 1 Part 1/2 レッスンの課題として設定されている語彙・文法など
を習得する。

3週 Lesson 1 Part 3/4 レッスンの課題として設定されている語彙・文法など
を習得する。

4週 英語圏文化演習 英語圏文化の理解を深める。

5週 Lesson 2 Part 1/2 レッスンの課題として設定されている語彙・文法など
を習得する。

6週 Lesson 2 Part 3/4 レッスンの課題として設定されている語彙・文法など
を習得する。

7週 英語圏文化演習 英語圏文化の理解を深める。

8週 Lesson 3 Part 1/2 レッスンの課題として設定されている語彙・文法など
を習得する。

2ndQ

9週 Lesson 3 Part 3/4 レッスンの課題として設定されている語彙・文法など
を習得する。

10週 英語圏文化演習 英語圏文化の理解を深める。
11週 パブリックスピーキング スピーチを行い人前で話す技術を高める。
12週 パブリックスピーキング スピーチを行い人前で話す技術を高める。
13週 パブリックスピーキング スピーチを行い人前で話す技術を高める。

14週 これまでの振り返り これまでの学習内容について弱点を把握し期末試験に
備える。

15週 Q&A これまでの学習内容について弱点を把握し期末試験に
備える。

16週 定期試験実施 これまでの学習内容の理解力を試す。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文社会科
学 英語 英語

聞き手に正しく伝わるよう、語・句・文における強勢、文におけ
るリズム・イントネーション、音のつながり・区切りを意識しな
がら明瞭に音読あるいは発話できる。

3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

中学校までに学習した語彙の定着を図り、高等学校指導要領に準
じた新出語彙、及び専門教育に必要となる語彙を習得して適切に
運用できる。

3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

中学校までに学習した文構造及び文法事項に加え、高等学校学習
指導要領に準じた文構造及び文法事項について習得して適切に運
用できる。

3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

日常的な話題や社会的な話題について、はっきりとした発音で、
調整された速さで話された内容から、必要な情報を聞き取り、話
し手の意図を把握できる。

3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

日常的な話題や社会的な話題について、基本的な表現を用いて、
情報や考え、気持ちなどを話すことができる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

日常的な話題や社会的な話題について平易な英語で書かれた文章
を読み、その概要を把握して必要な情報を読み取り、書き手の意
図、概要や要点を把握できる。

3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

日常的な話題や社会的な話題について、自分の意見や感想を整理
し、情報や考え、気持ちなどを伝える文章を書くことができる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢を持ち、実際の場
面で積極的にコミュニケーションを図ることができる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

実際の場面や目的に応じて、基本的なコミュニケーション方略
（ジェスチャー、アイコンタクト）を適切に用いることができる
。

3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

自分の専門分野などの予備知識のある事柄や関心のあるトピック
について、話の展開や話者の意図に注意しながら必要な情報を聞
き取り、概要や要点を把握できる。

1

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

英語でのディスカッション（必要に応じてディベート）を想定し
て、意見や主張、課題の解決策などをやり取りできる。 1

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

英語でディスカッション（必要に応じてディベート）を行うため
、学生自ら準備活動や情報収集を行い、主体的な態度で行動でき
る。

1

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、教室内外
で英語で円滑なコミュニケーションをとることができる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

関心のあるトピックについて、意見や主張を適切な理由や根拠と
ともに伝える複数の段落を書くことができる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

自分の専門分野に関する口頭発表などを念頭に置き、関心のある
トピックについて、平易な英語でのプレゼンテーションや内容に
関する簡単な質疑応答のやりとりができる。

2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

関心のあるトピックや自分の専門分野に関する論文やマニュアル
などの概要を把握し、必要な情報を読み取ることができる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

英文資料を、自分の専門分野に関する論文の英文アブストラクト
や口頭発表用の資料等の作成にもつながるよう、英文テクニカル
ライティングにおける基礎的な語彙や表現を使って書くことがで
きる。

2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16



分野横断的
能力

汎用的技能

コミュニケ
ーションス
キル

コミュニケ
ーションス
キル

他者の考えや主張を理解するために、相手を尊重し配慮する態度
をとることができる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

目的に応じた適切な方法で自分の考えや主張を伝えることができ
る。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

多様な他者との間で良好な人間関係を形成するための行動ができ
る。 2

前2,前4,前
5,前6,前
7,前10,前
12,前13,前
14,前15,前
16

情報収集・
活用・発信
力

情報収集・
活用・発信
力

ディジタルツールを含む種々の手段や各種メディアを活用し、情
報を収集できる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

信頼性・妥当性・有効性などを考慮しながら情報を検証・評価で
きる。 1

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

自己及び他者の権利に配慮し、適切な方法を用いて情報を活用し
、効果的に情報発信できる。 1

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

思考力 思考力

複合的な事象や出来事を分析できる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

情報や主張を批判的に検証できる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

情報や主張を説得的に提示するための方法を考えることができる
。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

課題発見力
・問題解決
力

課題発見力
・問題解決
力

直面している事象や出来事を分析して、対応すべき問題を特定で
きる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

現状を分析した上で、実現すべき理想との乖離（ギャップ）の中
に含まれる課題を把握できる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

問題の解決、理想の実現のために達成すべき目標を設定し、また
、具体的な行動案を検討できる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

基盤的資質
・能力

自己理解 自己理解

自分の経験や活動を振り返り、自分の考え方や価値観などを認知
できる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

自己理解に基づき必要な対応や行動を検討できる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

主体性 主体性

自分が果たすべき役割や行動について認識できる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

自分が果たすべき役割や行動を実践できる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

自己管理と
責任ある行
動

自己管理と
責任ある行
動

自分に求められる役割や行動を把握し、確認できる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16



やるべきことを実行するための具体的行動や計画を考えることが
できる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

自分に求められる役割や行動を実践し、その過程や結果の振り返
りができる。 3

前2,前3,前
5,前6,前
8,前9,前
14,前15,前
16

倫理観 倫理観

自分の判断や行動、及びそれらがもたらす結果や影響について、
倫理的観点から検討、評価できる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

自分の判断や行動の基盤となる倫理観を振り返り、表現できる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

キャリアデ
ザイン

キャリアデ
ザイン

自分の体験や行動を振り返り、自分の特性や強みを把握できる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

将来のキャリアについて計画を立てることができる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

社会や環境、人々に対する影響などを踏まえた上で、専門職（エ
ンジニアなど）に求められる役割について考えることができる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

継続的な学
習と学びの
目的

継続的な学
習と学びの
目的

学習状況、学習成果を把握し、それぞれの特性、必要、目的に応
じて学習計画を考えることができる。 3

前1,前2,前
3,前5,前
6,前8,前
9,前14,前
15,前16

主体的、継続的な学習の実現に向けて自分の学習活動や学習内容
を点検し、改善を検討できる。 3

前1,前2,前
3,前5,前
6,前8,前
9,前14,前
15,前16

創造性・デ
ザイン能力 創造性 創造性

専門分野以外の多様なものの捉え方や視点の重要性を認識し、受
け入れることができる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

多角的な視点から事象を分析し、対応すべき問題を定義できる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

様々な知識を統合的に活用しながら、あらかじめ答えが与えられ
ていない問題に対する解決方法を考えることができる。 2

前4,前7,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

評価割合
試験 スピーチ 小テスト その他 合計

総合評価割合 40 30 30 0 100
基礎的能力 0 0 30 0 30
専門的能力 40 0 0 0 40
分野横断的能力 0 30 0 0 30


